
去る 7 月４日に実施された東京都議会議員選挙に

おいて、皆様の温かいご支援をいただき、国政政党、

労働組合、小池百合子知事のお墨付きもなく江戸川

区では初めての完全無所属により、27,509 票を得

て３位当選を果たし、上田

令子は都政の場において、

三たび活動をさせていただ

くこととなりました。心よ

り感謝申し上げます。 

組織や知事のご威光頼

みではなく、江戸川区都議

選初の上田令子個人への

ご期待を一身に受けたから

には、３期目はこれまで以上

に働かせていただく所存で

す。 

小池百合子知事はオリンピック開会・都議選直前に

「過度の疲労」により公務から離れ検査入院するも、投

票日前日に突如復帰し、

ら都民ファーストの会公認候補の応援に、

喜々としてはせ参じておりました。この間も都内におい

て、コロナ禍は深刻化し「医療非常事態」に陥っていま

した。開催都市の長としてオリパラ実施に拘泥し続け、

働き盛りの３０代～５０代が自宅療養中に亡くなるとい

う事態に至らせしめた小池知事の責任は重大です。東

京五輪及び都議選前の長期欠勤と、都民ファーストの

会特別顧問として、木下氏を抜擢・登用した政治・行政

責任を８月１９日に開催された都議会第３回臨時会にて

問うたところ、核心を突かれたのか、またしても不誠実

な答弁終を繰り返したのです。 

 

１位　竹平 智春　　 43,077 票　 当選 公明

２位　田之上 郁子　 40,061 票　 当選　
都民ファースト・

連合東京

３位　上田 令子　　 27,509 票　 当選　 無所属

４位　宇田川 聡史　 24,960 票　 当選　 自民党　　　

５位　原 純子　　　 24,827 票　 当選　 共産党

６位　大西 洋平　　 24,584 票　 次点　 自民党

７位　よぎ 　　　　 20,109 票　 立憲民主党

８位　丸山 玲子　　 10,503 票　 維新

＜7/4執行東京都議会議員選挙江戸川区選挙区開票結果＞ 

 

 

この度、２０１７年以来４年ぶりに、上田の活動の一丁目一番地政策である保育事業・児童福祉はじめ都民の福祉・健

康・命・衛生を守る福祉保健局、病院経営本部を所管する厚生委員会に所属し、理事を担います。これまで

に追い込んだ上

田としては、コロナ対策の真っただ中の委員就任に腕が鳴ります     。ぜひご期待とお声をお寄せください！ 

 

～ズルいことは、ゆるさない。常時改革実現中！～ 
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▼上田「一般職員であれば欠勤理由や期間を報告し

なければなりませんが、６月の長期欠勤につき、な

ぜ知事は明らかにしないのか、知事、お答えくださ

い。」 

    小池知事は答弁拒否し、代わりに総務局長が、「知

事は特別職だから、長期欠勤の報告は不要」との勤

怠管理の説明をし、論点を逸らしました。 

▼上田「非違行為を犯した木下富美子都議の応援、抜

てきをした政治責任と説明責任につき、知事の所見

を伺います。」 

▽小池知事「お話の都議の事案について､でございま

すが、 と、こ

のように考えます。」 

 

 

東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会開催中

の７月２３日から９月５日まで、日本国内における新型コロ

ナウイルス感染者は累計 716,588 名に上り、この間、東京

都内では、自宅療養者が２．５万人を超え、基礎疾患がな

い人や自宅療養中に容体が急激に悪化し、亡くなるケー

スも相次き（８月以降４５名・累計９0 名）、1,257 名の感染者

が亡くなられたことは、両競技大会の中止・延期を重ねて

強く求めてきた地域政党自由を守る会として極めて遺憾

です。亡くなられた

方、ご遺族に心より

哀悼の意を表しま

す。 

  

過去最多のメダルを獲得した日本選手団、大会に参加

し最善を尽くした世界各国の選手、そして全てのアスリー

トの皆様に感謝と敬意を払います。しかし、「ホストシティ」

である都民の命が奪われ、都民に自宅療養を強いて健康

被害、苦痛と不安に陥れたことは、ソーシャル・インクルー

ジョンの理念および五輪憲章の意義に反し、「終わりよけ

ればすべてよし」で決して片づけてはならず、大会後の

「負のレガシー」についても、厳しく問われなければなり

ません。 

昨年１２月に発表された大会予算の第５版（V5）では総

経費は 1兆 6440億円となっており、大会経費について過

去最大と報道されていたものの、今日現在その額が最終

的に確定する時期さえ、明らかにされていません。９００億

円におよぶ無観客開催による入場料収入の遺失、大会施

設の建設費の償還、かねて警鐘を鳴らしてきた都の恒久

５施設で毎年７億円以上の赤字とされる維持管理費など、

それでなくても長引くコロナ禍対策による財政も逼迫す

る中、オール都庁・都議会で徹底的に都民への情報公開

をしながら、今後も精査・検証、責任追及が求められるも

のです。 

 

コロナ対策による財政負担増と税収源が明ら

かになる中、これらの「博大な」財政負担を将

来にツケ回すことなく、都・国・ＪＯＣ・ＩＯＣ・関係機関で適正

に分担し、速やかに清算していく必要があります。今後も

上田は、経済損失・財政負担のみならず、多くの都民に犠

牲を強いた「負のレガシー」も重く受け止めるべきという

ことを強く指摘していく所存です。 

陽性者急増傾向が顕著になりつつあった 8 月 9 日、

新型コロナウイルス対策の緊急事態宣言を発令中の６

都府県知事らが西村康稔経済再生担当相とテレビ会

議を開き、感染力の高いデルタ株の流行を受け、人出

を抑えるための対策強化を要請されました。全国に感

染を蔓延させた重責があるはずの都知事は当然出席

するものと考えていましたが、なんと都知事は欠席し

ていたのです。この前日は東京五輪最終日、お着物姿

で張り切って五輪旗振り回していたにも関わらず。ち

なみに全国知事会「新型コロナウイルス緊急対策本部

会議」は通算２２回開かれていますが、都知事はそのう

ち半分も欠席し、欠席の内５回は知事活動実績もなく、

「必要喫緊」公務に当たっていないことも判明してい

ます（上田調べ）。 

！ 
都民には「不要不急の外出」を要求し続け 

ながら、「愛弟子」元都民ファーストの都議の千代田区長

選、免停中事故を起こした木下都議の緊急事態宣言中の

応援は「必要不可欠」で、全国知事会は「不要不急」であ

ることがお分かりいただけると思います。 
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都議選翌日の無免許当て逃げ事故報道は、 

日本中を衝撃の渦に巻き込みました。 

都議会改選後の大仕事は本来であれば、華々しい東京五

輪開幕であったはずが、木下都議の辞職勧告決議全会一

致採択で始まりました。「狸寝入りではないか」との都民の

批判を受けながらも、投票日前日に復活し、堂々とオリパ

ラに臨むという「小池劇場」のシナリオの想定が大きく崩

れたというわけです。さらに、国政復帰・総理への野望など

も囁かれている中、管総理が電撃的に自由民主党総裁選

への不出馬・静観を表明したことから、官邸への道程の計

算も大きく狂ったのではないでしょうか？いずれにせよ、

小池知事はコロナ禍へ無策のまま、都民・都政不在で政

局・政争に明け暮れる、無責任極まりない政治家であった

ということだけは確かです。都民を医療難民化させ、失わ

なくてよかった多くの命を救えなかった小池都政最大の

失策について、

という言葉をそのまま小池知事にお返しするものでござ

います。 

▲東京都オリンピック・パラリンピック準備局 HP より 

猛暑の中、渋谷での予約なしのワクチン接種会場

に若者が殺到し、開設初日は午前７時半に受け付け

終了。知事が「密でしたね。工夫してほしいですね、

現場で。」と部下に責任を転嫁したことも含め、批判

が集中しました。 

小池都政は若者の行動様式と飲食店が感染拡大

の一因との見解を示し、CM 広告も含めたワクチン接

種推進事業に１０億円もの予算を計上しました。しか

しながら、この「殺到事件」をみれば、推進せずとも

若者は接種要望があることは火を見るより明らかで

す。上田はこれまで知事が頻繁に登場する広告に投

じた１２億円の広告費の費用対効果を知事に求めて

きましたが、返答なく、前述の臨時会質問でも答弁

から逃げました。 

 

 

▲日刊ゲンダイ 8月 16日付 2 面  
上田コメント 

台東区立黒門小、文京区立第六中、都立三田高、白百合女子大国文科卒。外資系生保等を経て起業も。 

家 族：義父母、夫、息子と三世代同居  

活動歴:♦1999年 江戸川発子育て応援団「江戸川ワークマム」設立  

♦2007～2012 年 江戸川区議(２期目は史上最多 1万２千票でトップ当選) 

♦2013 年～現在 東京都議３期目 

♦2014年～現在 地域政党「自由を守る会」代表 

好  物：茶碗蒸し、リーフパイ、グリーンアスパラの頭、エビ  

ペット ：セキセイインコたち 

 

 

※写真：東京都議会 HPより 

          

莫大な血税を費やしてきたにもかかわらず、 

災害級の医療危機に瀕したということは、広告は蔓延防

止に寄与しなかったことのエビデンスであるといえます。

それでもなお、アプリに 2.4 億円、PR7.5億円、合計１０億円

もの投資するのは、天下の愚策リターンといわざるを得ま

せん。小池知事がまたもや TVCM に登場することはない

か、上田と共に監視をお願いします。 

 
 


